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第５章 検証訓練の結果  

 

第１節 受講者の状況 

 各コースの訓練実施状況を図表５－１に示す。 

 

１－１ 応募者数、入所者数、入所率等 

 各コースの定員の合計 50 名に対し、応募者数は 86 名(1.7 倍)であり、いずれの訓

練コースも定員を上回った。しかし、入所率は 96.0％で、これは「ゼロから始めるパ

ソコン基礎科」において、合格通知後に辞退者が２名出たためである。また、受講者の

平均年齢は 62 歳で、最高齢は 74 歳、最低の年齢は 53 歳であった。 

 

  １－２ 修了者数、就職者数、就職率等 

訓練修了者数は、全体で 48 名であり、いずれの訓練コースも全員が修了となった。

就職者数は、全体で 23 名となり、就職率は 47.9％であった。内訳は、「ゼロから始め

るパソコン基礎科」は、就職者数 8 名、就職率 44.4％であり、「基本を学べるマンショ

ン管理員養成科」は、就職者数 10 名、就職率 66.7％であり、「シニアのための介護・

保育補助員養成科」は、就職者数 5 名、就職率 33.3％であった。また、就職者の最高

齢は、「ゼロから始めるパソコン基礎科」が 66 歳、「基本を学べるマンション管理員養

成科」が 65 歳、「シニアのための介護・保育補助員養成科」が 64 歳であった。 

なお、今回の検証訓練において就職率については、委託訓練実施要領第 1 章第 12 に

定める「就職実績に応じた委託費の支給に関する事項」及び同第 1 章第 16(２)に定め

る「就職実績に応じた委託費の支給を行う訓練コースにおける特例」（以下「委託訓練

実施要領に定める就職率関連要件」という。）は対象外としているが、仮に委託訓練実

施要領に定める就職率関連要件を適用すると、全体で就職者数は 16 名となり、就職支

援経費就職率は 33.3％となる。 
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図表５－１ 訓練実施状況 

 

 

 

  １－３ 受講者の年齢構成 

   受講者の年齢構成は、60 歳～64 歳が約半数を占めている。(図表５－２～図表５－

５)なお、図表５－２は、訓練コースの合計(以下「全体」という。)である。 

   図表５－６～図表５－９は、全体及び各コースの受講者の最高年齢と最低年齢を示

している。入所者の最高年齢は 74 歳、最低年齢は、53 歳であった。ちなみに、応募時

の全体の最高齢は 76 歳で、最低齢は 53 歳であった。 

なお、グラフ表示に係る各コースの標記を「ゼロから始めるパソコン基礎科」(以下

「パソコン基礎」という。)、「基本を学べるマンション管理員養成科」(以下「マンシ

ョン管理員」という。)、「シニアのための介護・保育補助員養成科」(以下「介護・保

育補助員」という。)とする。 

 

ゼロから始める
パソコン基礎

（スキルアップ訓練）

基本を学べるマンション
管理員養成

（スキルチェンジ訓練）

シニアのための介護・
保育補助員養成

（スキルチェンジ訓練）

地域 静岡 千葉 広島

訓練期間 5月10日～8月26日 5月10日～8月 7日 5月12日～8月11日

定員 20人 15人 15人 50人

応募者数 24人 44人 18人 86人

応募倍率 1.2倍 2.9倍 1.2倍 1.7倍

入所者数 18人 15人 15人 48人

入所率 90% 100% 100% 96.0%

平均年齢 61.6歳 62.1歳 62.1歳 61.9歳

最高年齢 74歳 67歳 68歳 74歳

最低年齢 53歳 58歳 56歳 53歳

修了者数 18人 15人 15人 48人

就職率（就職者数） 44.4％　(8人) 66.7％　(10人) 33.3％　(5人) 47.9%

※就職支援経費

就職率（就職者数）
27.8％　(5人) 53.3％　(8人) 20.0％　(3人) 33.3%

総計

※就職支援経費就職率については、「委託訓練実施要領」第１章第 12(５)ハによる 
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平均６２歳 最高齢７４歳 最低齢５３歳

男６２歳 男６８歳 男５６歳

女６２歳 女７４歳 女５３歳

図表５－２ 年齢構成 （全体 48 人）   

    

 

          

 

 

 

 

図表５－３(パソコン基礎 18 人)  図表５－４(マンション管理員 15 人)   図表５－５(介護・保育補助員 15 人) 

   

 

図表５－７(パソコン基礎 18 人)  図表５－８(マンション管理員 15 人)   図表５－９(介護・保育補助員 15 人) 

     

 

 

55未満

2%

55歳～59歳

23%

60歳～64歳

48%

65歳～69歳

25%

70歳以上

2%

55未満 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳以上

55未満
6%

55歳～59歳
22%

60歳～64歳
44%

65歳～69歳
22%

70歳以上
6%

55未満 55歳～59歳

60歳～64歳 65歳～69歳

55未満

0%

55歳～59歳

27%

60歳～64歳

46%

65歳～69歳

27%

70歳以上

0%

55未満 55歳～59歳
60歳～64歳 65歳～69歳

55未満

0%

55歳～59歳

20%

60歳～64歳

53%

65歳～69歳

27%

70歳以上

0%

55未満 55歳～59歳 60歳～64歳

65歳～69歳 70歳以上

平均６２歳 最高齢７４歳 最低齢５３歳

男６０歳 男６５歳 男５６歳

女６２歳 女７４歳 女５３歳

平均６２歳 最高齢６７歳 最低齢５８歳

男６３歳 男６７歳 男５９歳

女５９歳 女５９歳 女５８歳

平均６２歳 最高齢６８歳 最低齢５６歳

男６３歳 男６８歳 男６０歳

女６２歳 女６５歳 女５６歳

図表５－６ 最高齢等（全体） 
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１－４ 男女構成 

   男女の構成は、図表５－10 及び図表５－11～図表５－14 に示す。 

 

                      

 

  
性

別 

応募時

（人） 

入校時

（人） 

入校時 

男女比

（％） 

パソコン基礎 
男 7 4 22% 

女 17 14 78% 

マンション管理員 
男 40 13 87% 

女 4 2 13% 

介護・保育補助員 
男 4 3 20% 

女 14 12 80% 

全体 
男 51 20 42% 

女 35 28 58% 

 

図表５－12(パソコン基礎 18 人)    図表５－13(マンション管理員 15 人)   図表５－14(介護・保育補助員 15 人) 

      

   

 

 １－５ 受講前の職歴と専門科目の関連 

   スキルチェンジ訓練については、受講する前の職歴と検証訓練コースの専門科目(マ

ンション管理、介護・保育補助)との関連を調べると、マンション管理関連が１名(７％)、

介護関連が４名(27％)であった。しかし、マンション管理関連は、設備保守管理業務

であり、関連はあるもののマンション管理員の直接の業務ではないこと。また、介護

関連は、訓練コースの内容に近いが、いずれも介護補助(生活援助従事者)と保育・児

童(子育て支援)のどちらか一方であった。(図表５－15、図表５－16) 

 

 

22%

78%

男 女

87%

13%

男 女

20%

80%

男 女

図表５－10 男女構成 図表５－11 男女構成 (全体 48 人) 

42%

58%

男 女
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図表５－15 各コースにおける受講前の職務と訓練との関連 

 

 

図表５－16 スキルチェンジ訓練における受講前の職務と訓練との関連 

 非関連（人） 関連（人） 関連（％） 

マンション管理員 

(住居施設管理分野) 
14 1 7 

介護・保育補助員 

(介護補助分野) 
11 4 27 

 

           

 

 第２節 アンケート及びヒアリング調査結果 

   

  検証訓練は、アンケート及びヒアリング調査により検証する。関係機関や訓練実施機

関等に対しては多種多様な意見を聞くという観点からヒアリング調査とするが、受講者

は個別にヒアリングを実施することが難しいことからアンケート調査とした。 

  受講者に対しては、訓練開始時、訓練終了時の２回アンケート調査を実施した。 

  ハローワークに対しては、訓練開始前と訓練終了時の２回ヒアリング調査を実施した。 

  訓練実施機関に対しては、訓練開始前と訓練開始時及び訓練終了時の３回ヒアリング

調査を実施した。 

  採用企業に対しては、訓練終了後に受講者を採用した時に１回ヒアリング調査を実施

した。 

 

２－１ 訓練開始前の調査 

 訓練開始前のヒアリング調査結果の主な意見は次のとおり。 

 

 （１）ハローワーク（ヒアリング調査結果） 

     主なヒアリング項目は、受講斡旋と検証訓練コース・カリキュラムについて実

事務 販売 製造 保育 児童 介護 運搬
設備保守

管理
以外 合計（人）

パソコン基礎

(ＯＡ活用分野)
7 4 6 1 18

マンション管理員

(住居施設管理分野)
1 3 3 3 1 4 15

介護・保育補助員

(介護補助分野)
8 1 1 2 1 1 1 15
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施した。 

ａ 高齢求職者に対する離職者訓練プログラム全般について（受講斡旋も含む） 

  

・高齢求職者を対象とした離職者訓練は「どちらかというと有効」との回答が多

い。 

・シニア層の採用を検討、あるいは積極的に採用したいと検討する職種に絞って、

最低限必要なスキルが習得でき、就職に直結する訓練が良いのではないか。 

・高年齢者を求める求人企業が少ないためミスマッチも多くなり企業意識が変わる

ことが必要。 

・シニア層に限定したコースということで安心感を持った方が多かった。 

・若い人と一緒でないので安心して受講できる。 

ｂ 検証訓練コース・カリキュラムについて 

  

・訓練コース名は仕事のイメージが分かり易いものが良い。 

・訓練期間はもう少し短い方が良い。(２～３ヶ月程度） 

・高年齢者専門科目と高年齢者就職促進科目は、受講者ニーズに合わせた実施が必

要。 

・資格が中途半端(生活援助従事者研修)。介護なら初任者研修が良いのではという

意見。 

・高齢者に向いている職種のコースを設定することも重要だが、同じ県内でも西部

と東部では職種のニーズは異なるので、地域によって必要なコースも変わる。 

 

（２）訓練実施機関（ヒアリング調査結果） 

   主なヒアリング項目は、検証訓練コース・カリキュラム、普及及び就職支援に

ついて実施した。 

 

ａ 検証訓練コース・カリキュラムについて 

  

・高年齢者専門科目と高年齢者就職促進科目は、必要はあるものの、受講者のレベ

ルによって必要度は異なる。 

ｂ 訓練実施について（普及を含む） 
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・シニアもいろいろな方がいて、経験値も様々であるため習得度を統一するのが難

しい。 

・訓練を実施する上で、授業の時間配分・内容が詰め込み過ぎないように復習時間

を多くし、その日の内に覚えこむことができるようシニアだからこその創意工夫を

している。 

・恒常的な訓練コースについては、収支は当然であるが、受講者の満足度や就職率

等を勘案しシニア層にとって有意義であったか、カリキュラムが適当であったか、

要改善点が対応可能であるか等を総合的に判断して考えていきたい。 

ｃ 就職支援について 

  

・シニア層に特化した職場がまだ少なく、幅広い年齢層である介護職もシニア層を

望む事業所は一部しかない。 

・就職支援の一環として、ハローワーク以外に産業雇用安定センターとの連携をこ

れまでも取っているので、今後も継続したい。 

 

 

 

２－２ 訓練開始時の調査 

 訓練開始時のアンケート調査やヒアリング調査は、訓練が始まって一週間以内に 

実施した。 

 

（１）受講者（アンケート調査結果） 

   ａ 直近の就業時従業員規模 

  図表５－17 に全体の受講前の直近の就業時従業員規模を示す。301 人以上が

40％占め多いが、これは「基本を学べるマンション管理員養成科」(図表５－19)

の割合が影響したもので、「ゼロから始めるパソコン基礎科」(図表５－18)と

「シニアのための介護・保育補助員養成科」(図表５－20)は全体的にバランス

が取れている。 
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  図表５－17 直近の就業時従業員規模(全体 48 人) 

 

 

 

図表５－18(パソコン基礎 18 人）   図表５－19(マンション管理員 15 人)   図表５－20(介護・保育補助員 15 人) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5人以下

4%

6～20人

19%

21～50人

11%

51～100人

15%
101～300人

11%

301人以上

40%

5人以下 6～20人 21～50人 51～100人 101～300人 301人以上

5人

以下

0% 6～20人

22%

21～50人

17%

51～100人

17%

101～300人
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301人以上
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5人以下 6～20人
21～50人 51～100人
101～300人 301人以上

5人以下

7%

6～20人

33%

21～50人

13%
51～100人

7%

101～300人

13%

301人以上
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5人以下 6～20人

21～50人 51～100人

101～300人 301人以上

5人以下

7%
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21～50人
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ｂ いつまで働きたいと考えるか 

  今後いつまで働きたいと考えるかの問いに、全体(図表５－21)では、訓練開

始時も終了時も７割を超える人が「働けるうちはいつまでも」と答えている。 

 

 

図表５－21 いつまで働きたいと考えるか(全体) 

 

 

ｃ 検証訓練を初めて知った経緯 

    受講者が検証訓練を初めて知った経緯で全体(図表５－22)では、「ハローワー

ク内の案内チラシ」が一番多く、次いで「ハローワーク職員からの紹介」の順

になっている。三番目に多いのは「その他」となっているが、「その他」の詳細

は新聞の折込みや地域誌への掲載等である。今回のハローワーク以外でのポス

ター・チラシや新聞・地域誌による広報も効果が出ている。 

 各コースの状況を図表５－23～図表５－25 へ示す。 

 

図表５－22 初めて知った経緯(全体)    (全体 48 人) 

 

   

12

18

5

2

1

10

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

ハローワーク職員から

ハローワーク内の案内チラシ

ハローワーク以外

インターネット

家族知人

その他

訓練開始時：48 人 

訓練終了時：47 人 

訓練開始時 

（人） 

割合 

（％） 

訓練終了時 

（人） 

割合 

（％） 

64 歳～75 歳まで 14 29.2      13 27.7  

働けるうちはいつま

でも 
34 70.8      34 72.3  
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  図表５－23 初めて知った経緯(パソコン基礎 18 人) 

 

図表５－24 初めて知った経緯(マンション管理員 15 人) 

 

図表５－25 初めて知った経緯(介護・保育補助員 15 人) 

 

  

 ｄ 受講を決断した理由 

受講を決断した理由で全体(図表５－26)では、一番目が「シニア限定のコー

ス」であった。続いて高年齢者専門科目や高年齢者就職促進科目、訓練期間と

なっている。そして、訓練内容をよく知らない人にも理解されるよう今回「キ

ャッチコピー」を用意したが、７人(４％)の方が受講を決断した理由に挙げて

いる。この「キャッチコピー」については、各コース(図表５－27～図表５－29)

間で見ても、大きな偏りが無くほぼ均等に決断理由となっている。 

スキルアップ訓練では「資格取得ができそう」と資格を期待し、スキルチェ

ンジ訓練では「合った仕事ができそう」と訓練後の仕事を期待しており、それ

ぞれの特徴が表れている。 
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図表５－26 受講を決断した理由(全体）   (複数回答)(単位：人) 

 

 

 

図表５－27 受講を決断した理由(パソコン基礎)   (複数回答)(単位:人) 
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図表５－28 受講を決断した理由(マンション管理員)   (複数回答)(単位:人) 

 

図表５－29 受講を決断した理由(介護・保育補助員)   (複数回答)(単位:人) 
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知らない中で大丈夫なのかと思われる方が多く、受講者が不安に思いコミュニ

ケーションスキルを選択したのだろうという分析であった。また、「シニアのた

めの介護・保育補助員養成科」ではパソコンスキルは一番低い。このコースは、

介護補助に関する科目を主として、パソコンスキルの訓練は行わず、その時間

を子育て支援の訓練としている。 

 

   図表５－30 習得したい知識・スキル(全体)  (5 つまで選択)(単位:人) 

 

 

図表５－31 習得したい知識・スキル(パソコン基礎)   (5 つまで選択)(単位:人) 
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図表５－32 習得したい知識・スキル(マンション管理員）   (5 つまで選択)(単位:人) 

 

 

図表５－33 習得したい知識・スキル(介護・保育補助員)   (5 つまで選択)(単位:人) 
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礎科」、「基本を学べるマンション管理員養成科」では、「通勤時間」も上位に来
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  図表５－34 仕事探しで重要と思うこと(全体)   (５つまで選択)(単位：人) 

 

 

 

図表５－35 仕事探しで重要と思うこと(パソコン基礎)(５つまで選択)(単位：人) 
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図表５－36 仕事探しで重要と思うこと(マンション管理員)(５つまで選択)(単位：人) 

 

 

図表５－37 仕事探しで重要と思うこと(介護・保育補助員)(５つまで選択)(単位：人) 
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（図表５－38）労働日数（全体 48 人） 

 

 

（図表５－39）(パソコン基礎 18 人)    （図表５－40）(マンション管理員 15 人)  （図表５－41）(介護・保育補助員 15 人) 
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図表５－42 労働時間(全体 48 人) 

 

 

図表５－43(パソコン基礎 18 人)     図表５－44(マンション管理員 15 人)    図表５－45(介護・保育補助員 15 人) 
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員養成科」のパート・アルバイトは 60％と多い。60 歳を境に非正規の職員・従

業員の比率は上昇する(第２章、図表２－６)が、今回の調査でも希望する就業形

態や労働時間を見ると、希望する仕事の多様性が伺える。 

 

図表５－46 就業形態(全体 48 人) 

  

 

    図表５－47(パソコン基礎 18 人)    図表５－48(マンション管理員 15 人)   図表５－49(介護・保育補助員 15 人) 
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正社員

27%

パート・アルバイト

52%

契約社員

15%

派遣労働者

0%

その他

6%

正社員 パート・アルバイト 契約社員 派遣労働者 その他

正社

員

22%

パート・アルバイト

56%

契約

社員

17%

派遣労働者

0%

その他

5%

正社員 パート・アルバイト

契約社員 派遣労働者

その他

正社員

27%

パート・アルバイト

40%

契約

社員

20%

派遣

労働

者

0%

その他

13%

正社員 パート・アルバイト

契約社員 派遣労働者

その他

正社員

33%

パート・アルバイト

60%

契約

社員

7%

派遣労働者

0% その他

0%

正社員 パート・アルバイト

契約社員 派遣労働者

その他



調査研究報告書 No.186 

- 64 - 

 

ａ 受講者の訓練意欲 

  
・各訓練実施機関は、訓練が始まったばかりではあるが、いずれも受講者の訓練

意欲は高いと感じている。 

ｂ 受講者の就職意欲 

  

・各訓練実施機関は、訓練が始まったばかりではあるが、いずれも受講者の就職

意欲は少し高いと感じている。 

ｃ クラスの雰囲気 

  

・各訓練実施機関は、いずれもクラスの雰囲気は、和気あいあいで意欲的で楽し

そうに勉強しており、受講者の皆さんは真面目と感じている。 

ｄ 通常訓練とシニアコースで違いを感じること 

  

・「年齢が近いので受講者間のコミュニケーションが活発に行われている。」、

「他の訓練よりも一層受講者のやる気が感じられる。」、「授業態度が良い。」

というように訓練実施機関はいずれも良い印象を感じている。 

ｅ シニア受講者で対応に困ること 

  ・現時点では対応に苦慮することは感じていない。 

   

２－３ 訓練終了時  

 （１）受講者（アンケート調査結果）  

ａ シニア層の職業能力開発の支援について 

      各キーワードは各回答から抜粋したものである。 

 

■専門技術分野 

キーワード 

・シニア求人 

・マンション管理 ・警備、保安 ・設備保守管理 ・植栽管理 

・パソコン 

・介護職員初任者研修 

・子育て支援員 ・シニア保育士 ・保育サポーター養成講座 

・飲食、調理 

・事務 

・資格取得コース(ファイナンシャルプランナー、通関士、宅建士、カラーコー

ディネーター等など) 
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回答 

・シニア層の求人が多い職種への能力取得の支援。 

・年齢から肉体労働は無理があるので、マンション管理員のような無理のない職

業訓練科目。 

・保守保安関係：安全安心を確保する基本 

・警備関係、警備員(常駐)。 

・植栽管理技能、設備管理。 

・PC 操作：再就職時に強み。(３) 

・シニアのための介護職員初任者研修。 

・介護関係：介護の現場、実態を明らかにしてやる気を起こさせる支援、制度の

充実。 

・「子育て支援員基本研修」を組み込んだカリキュラム。 

・子供支援等を助ける保育等、シニア保育士があれば良いと思う。 

・シニアのための保育サポーター養成講座。 

・子育て家事などの経験を活かすことができる、若い世代・高齢者が利用できる

オープン施設を広げる仕組み。 

・飲食関係：調理の基本、接客マナー。 

・事務的な訓練コースがあるとよい。 

・就職に役立つ資格取得コース(ファイナンシャルプランナー、通関士、宅建

士、カラーコーディネーターなど)(２)。 

・ファイナンシャルプランナー：自己の具体的なライフプラン設計に有益。(２) 

■共通スキル 

キーワード 

・パソコン 

・コミュニケーションスキル、ビジネススキル、ビジネスマナー 

回答 

・ヒューマンスキル：自己の客観的価値が認識できる。(２) 

・コミュニケーションスキルの向上演習：良好な関係を構築できるようになるた

めの話法、テクニック等の能力向上研修。 

・ビジネスマナー。 
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■就職支援 

キーワード 

・合同企業面談会 

・シニア求人 

・経験者交流会 

回答 

・シニア層でも OK という企業を集めての合同説明会の実施。(２) 

・再就職に直結した科目を増やす。 

・シニア層で実際に求めている求人は少なく厳しい。訓練後に求める求人の支援

があれば良い。 

・再就職したシニアの方に、活動方法や探し方をレクチャーしてもらう。 

      

ｂ 検証訓練カリキュラムのボリューム 

       カリキュラムのボリュームは、全体(図表５－50)では「丁度良い」が 56%、続

いて「少し多い」が 22％、「非常に多い」が 11%となった。 

 

図表５－50 カリキュラムのボリューム(全体 45 人) 

     

          

11%

22%

56%

11%
0%

①非常に多い ②少し多い ③丁度良い ④少し少ない ⑤非常に少ない

n=45
（人） 割合

①非常に多い 5 11%
②少し多い 10 22%
③丁度良い 25 56%
④少し少ない 5 11%
⑤非常に少ない 0 0%
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図表５－51 カリキュラムの       図表５－52 カリキュラムの       図表５－53 カリキュラムの 

ボリューム(パソコン基礎 16 人)   ボリューム(マンション管理員 14 人)  ボリューム（介護・保育補助員 15 人） 

   

 

   ｃ 習得度 

    図表５－54 に全体の習得度(各科目（要素）の訓練内容についての「習得度」） 

を示す。高年齢者専門科目と高年齢者就職促進科目は３分野共通科目としてい 

るので集約している。下の表は「習得」及び「概ね習得」に回答した割合を示す。

図表５－55～図表５－57 は各コースの習得度を示す。 

 

           図表５－54 習得度 （全体 44 人） 
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高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 81.8% 

66.5% 
ライフ・マネープランの知識 56.8% 

キャリアプランの知識 63.6% 

トラブル対応のテクニック 63.6% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 77.3% 

75.5% 

※加齢による能力低下の知識 77.8% 

※健康管理の知識 85.2% 

応募書類の作成テクニック 81.8% 

面接のテクニック 77.3% 

企業の高齢者ニーズ 65.9% 

求人情報の収集方法 75.0% 

※一部の施設でコロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

図表５－55 習得度 （パソコン基礎 17 人） 

 

専門科目 
パソコンの基本操作・情報管理 70.6% 

73.5% 
Word・Excel 実務 76.5% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 70.6% 
57.4% 

ライフ・マネープランの知識 52.9% 
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キャリアプランの知識 52.9% 

トラブル対応のテクニック 52.9% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 70.6% 

65.9% 

※加齢による能力低下の知識 － 

※健康管理の知識 － 

応募書類の作成テクニック 70.6% 

面接のテクニック 52.9% 

企業の高齢者ニーズ 58.8% 

求人情報の収集方法 76.5% 

※コロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

図表５－56 習得度 (マンション管理員 13 人) 

 

 

専門科目 マンション管理の知識・スキル 92.3% 92.3% 

高年齢者専

門科目 

パソコンの基本操作 92.3% 

73.8% 

コミュニケーションのテクニック 84.6% 

ライフ・マネープランの知識 61.5% 

キャリアプランの知識 53.8% 

トラブル対応のテクニック 76.9% 
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高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 84.6% 

82.4% 

加齢による能力低下の知識  615% 

健康管理の知識  69.5% 

応募書類の作成テクニック 100.0% 

面接のテクニック 100.0% 

企業の高齢者ニーズ 76.9% 

求人情報の収集方法 84.6% 

 

 

 

 

図表５－57 習得度 （介護・保育補助員 14 人） 

  

 

専門科目 
生活援助従事者研修 100.0% 

100.0% 
保育基礎研修・保育技術 100.0% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 92.9% 

75.0% 
ライフ・マネープランの知識 57.1% 

キャリアプランの知識 85.7% 

トラブル対応のテクニック 64.3% 
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高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 78.6% 

80.6% 

加齢による能力低下の知識 92.6% 

健康管理の知識 100.0% 

応募書類の作成テクニック 78.6% 

面接のテクニック 85.7% 

企業の高齢者ニーズ 64.3% 

求人情報の収集方法 64.3% 

 

   ｄ 満足度 

    図表５－58 に全体の満足度（各科目（要素）の訓練内容についての「満足度」）

を示す。高年齢者専門科目と高年齢者就職促進科目は３分野共通科目としてい

るので集約している。下の表は「満足」及び「概ね満足」に回答した割合を示

す。図表５－59～図表５－61 は各コースの満足度を示す。 

 

図表５－58 満足度 (全体 44 人) 

 

 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 84.1% 

77.3% ライフ・マネープランの知識 75.0% 

キャリアプランの知識 77.3% 
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トラブル対応のテクニック 72.7% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 84.1% 

80.9% 

※加齢による能力低下の知識 77.8% 

※健康管理の知識 85.2% 

応募書類の作成テクニック 88.6% 

面接のテクニック 86.4% 

企業の高齢者ニーズ 70.5% 

求人情報の収集方法 75.0% 

※一部の施設でコロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

 

図表５－59  満足度 (パソコン基礎 17 人) 

 

 

専門科目 
パソコンの基本操作・情報管理 94.1% 

94.1% 
Word・Excel 実務 94.1% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 82.4% 

75.0% ライフ・マネープランの知識 70.6% 

キャリアプランの知識 76.5% 
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トラブル対応のテクニック 70.6% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 76.5% 

78.8% 

※加齢による能力低下の知識 － 

※健康管理の知識 － 

応募書類の作成テクニック 82.4% 

面接のテクニック 82.4% 

企業の高齢者ニーズ 70.6% 

求人情報の収集方法 82.4% 

※コロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

図表５－60 満足度（マンション管理員 13 人） 

 

 

専門科目 マンション管理の知識・スキル 92.3% 92.3% 

高年齢者専

門科目 

パソコンの基本操作 92.3% 

75.4% 

コミュニケーションのテクニック 84.6% 

ライフ・マネープランの知識 69.2% 

キャリアプランの知識 69.2% 

トラブル対応のテクニック 61.5% 

自己理解のテクニック 84.6% 75.8% 
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高年齢者就

職促進科目 

加齢による能力低下の知識 53.8% 

健康管理の知識 69.2% 

応募書類の作成テクニック 100.0% 

面接のテクニック 84.6% 

企業の高齢者ニーズ 69.2% 

求人情報の収集方法 69.2% 

 

図表５－61 満足度（介護・保育補助員 14 人） 

 

 

専門科目 
生活援助従事者研修 100.0% 

96.4% 
保育基礎研修・保育技術 92.9% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 85.7% 

85.7% 
ライフ・マネープランの知識 85.7% 

キャリアプランの知識 85.7% 

トラブル対応のテクニック 85.7% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 92.9% 

87.8% 
加齢による能力低下の知識 100.0% 

健康管理の知識 100.0% 
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面接のテクニック 92.9% 

企業の高齢者ニーズ 71.4% 

求人情報の収集方法 71.4% 

 

   ｅ 役立ち度 

    図表５－62 に全体の役立度(就職活動及び就職後の生活にどれくらい役立つ

と思うか)を示す。高年齢者専門科目と高年齢者就職促進科目は３分野共通科目

としているので集約している。下の表は「大いに役立つ」及び「一定役立つ」に

回答した割合を示す。図表５－63～図表５－65 は各コースの役立ち度を示す。 

 

図表５－62 役立ち度 （全体 43 人） 
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職促進科目 

自己理解のテクニック 86.0% 
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面接のテクニック 95.3% 

企業の高齢者ニーズ 74.4% 

求人情報の収集方法 81.4% 

※一部の施設でコロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

図表５－63 役立ち度（パソコン基礎 17 人） 

 

 

専門科目 
パソコンの基本操作・情報管理 100.0% 

100.0% 
Word・Excel 実務 100.0% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 100.0% 

94.1% 
ライフ・マネープランの知識 88.2% 

キャリアプランの知識 94.1% 

トラブル対応のテクニック 94.1% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 88.2% 

87.1% 

※加齢による能力低下の知識 － 

※健康管理の知識 － 

応募書類の作成テクニック 94.1% 

面接のテクニック 94.1% 

企業の高齢者ニーズ 70.6% 
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求人情報の収集方法 88.2% 

※コロナウィルス感染拡大防止措置のため実施できなった科目。 

 

 

図表５－64 役立ち度 （マンション管理員 12 人） 

 

 

専門科目 マンション管理の知識・スキル 100.0% 100.0% 

高年齢者専

門科目 

パソコンの基本操作 91.7% 

73.3% 

コミュニケーションのテクニック 75.0% 

ライフ・マネープランの知識 66.7% 

キャリアプランの知識 66.7% 

トラブル対応のテクニック 66.7% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 75.0% 

73.8% 

加齢による能力低下の知識 58.3% 

健康管理の知識 58.3% 

応募書類の作成テクニック 91.7% 

面接のテクニック 91.7% 

企業の高齢者ニーズ 66.7% 

求人情報の収集方法 75.0% 
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図表５－65 役立ち度 （介護・保育補助員 14 人） 

 

 

専門科目 
生活援助従事者研修 92.9% 

89.3% 
保育基礎研修・保育技術 85.7% 

高年齢者専

門科目 

コミュニケーションのテクニック 92.9% 

89.3% 
ライフ・マネープランの知識 78.6% 

キャリアプランの知識 100.0% 

トラブル対応のテクニック 85.7% 

高年齢者就

職促進科目 

自己理解のテクニック 92.9% 

91.8% 

加齢による能力低下の知識 92.9% 

健康管理の知識 92.9% 

応募書類の作成テクニック 100.0% 

面接のテクニック 100.0% 

企業の高齢者ニーズ 85.7% 

求人情報の収集方法 78.6% 

 

   ｆ 受講者の変化 

     図表５－66～図表５－70は訓練開始時と訓練終了時で同じ質問に対しどのよ

うに変化したかを全体としてまとめたものである。特に図表５－67 の「仕事を

0 2 4 6 8 10 12 14 16

生活援助従事者研修

保育基礎研修・保育技術

コミュニケーションのテクニック

ライフ・マネープランの知識

キャリアプランの知識

トラブル対応のテクニック

自己理解のテクニック

加齢による能力低下の知識

健康管理の知識

応募書類の作成テクニック

面接のテクニック

企業の高齢者ニーズ

求人情報の収集方法

（人）

科
目
（
要
素
）

大いに役立つ 一定役立つ どちらとも言えない あまり役立たない 役立たない



第 5章 検証訓練の結果 

- 79 - 

 

する際の希望する働き方(労働日数)」と図表５－69 の「仕事をする場合の希望

する働き方(就業形態等)」に変化が伺える。 

 

図表５－66 仕事を探す際に特に重要と思うこと(全体)(５つ選択) 

 

 

図表５－67 仕事をする際の希望する働き方(全体)(労働日数) 
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図表５－68 仕事をする際の希望する働き方(全体)(労働時間) 

 

 

図表５－69 仕事をする場合の希望する働き方(全体)(就業形態等) 

 

 

図表５－70 仕事を希望する際の希望月収(全体) 
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（２）ハローワーク（ヒアリング調査結果） 

     各質問に対する、各ハローワークからの回答を示す。 

 

 

  

質問事項 回答

・PCに不慣れな方が多く、日々の授業について行くのが精一杯で就職活動まで手が回らなかった方
がほとんど。そのため就職活動の開始も訓練の終了が見えてから始めた方が多かった。
・年齢により、シニア層は応募できない事例があった。特に事務系は応募できない事例が多い。
・年金受給者で年金との併給調整から賃金額を気にする人がいた(1人)。
・指示された訓練終了1ヶ月前相談以外に求職活動のためにハローワークに来所した者はごく僅か。
・同じ年齢層でもハローワークで積極的に求職活動する者とは異なり、短時間で軽いパートがあれ
ばいい程度で就職に関して高い緊要度を感じない。特に受講指示者は、個別延長や終了後手当が該
当になる可能性もあり、失業給付との関係で就職時期に焦りを感じていない訓練生が多い印象を
持った。
・他の一般シニアは、職種を限定せずに探している方が比較的多い感触だが、訓練生はある程度訓
練に関係した仕事に絞り込んでいる。

１．シニア層向け訓
練受講者と、それ
以外のシニアの方
とを比較した場合、
就職活動の面で何
か違いがあった
か。

・頑張って訓練を終了し資格を取得したのに、いまいち自分に自信が持てず動きだすことに躊躇し
ている方も多かったため、成長を称賛することで自信を持って貰い就職活動を後押しした。
・60歳以上の方や65歳以上の方歓迎の求人情報誌を独自に作成しているので、その求人情報誌を交
付するなどの工夫を行っている。
・求人者へ紹介連絡をする際に、年齢を伝えると難色を示す会社もあるため、職業訓練を受講し、
技能・技術を習得していると説明するようにしている。
・訓練終了1か月前相談時には訓練内容に関連した求人を取りまとめて情報提供した。
・労働条件について、短時間・通勤の利便性・業務に対する責任の程度を重視する傾向が強く求人
検索に時間を要した。
・訓練終了1か月前相談時に確認した希望条件を基に修了日に求人情報を送付した。
・求人に応募の際は、訓練受講して就職意欲があること、健康上問題ないこと、就業時間や通勤の
問題ないことを会社側に伝え、面接をお願いした。

２．シニア層向け訓
練の受講者に就職
を紹介する際、何
か工夫したこと等。

・自宅にPCを持っていない方に対し、ノートPCを貸出す制度を設定し、チラシ等に記載できれば安
心して受講したいという方も増えるものと思う。
・徹底したコロナ対策をお願いしたい。(アクリル板の設置、対面で会話しない配慮、アルコール消
毒の徹底など)
・就職支援について、ハローワークの求人だけでは限界がある為、訓練校に独自の求人があれば情
報提供をお願いしたい。
・訓練が終わる頃の就労意識が高いうちに、企業を何社か集め、求人説明会や面接会を行うと効果
的と考える。
・カリキュラムについて、就職実現の可能性が高い内容とする必要を感じる。今回の訓練内容は求
人が限られる。
・受講対象者をシニア層に限定することに疑問を感じる。現実問題として、企業が求めるのは職務
遂行能力であり、年齢を理由とした配慮をする企業はそこまで多くない。シニアに限定した訓練を
実施するなら、就職まで十分考慮したものでなければならない。
・シニア層に受講機会をというなら現存の訓練コースにシニア層優先枠を設ければ足りるのでは。
・再就職のため何か強みになる資格が取得できる職業訓練があれば良い。

３．シニア向け訓練
のカリキュラム又
は就職支援に関し
て、何か要望等。
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【良かった点】
・訓練生の評判はとても良かった。講師も親切で親身になって教えてくれた感想が多かった。
・初歩の初歩から訓練が始まる点。高齢者のPC訓練の需要は高いが、多くの訓練は初級でもPCの知
識が無いとついて行けないが、この訓練はその点の不安が無く安心して受講できたという声が多
かった。また、Word、Excelに特化している点は良かったと思う。
・同じ年齢層の方が受講しているため、安心感を持って訓練に応募されていたのが良かった。
・訓練開始時期も良かった。
・求職者の希望として３ヶ月か３～６ヶ月に分かれる。資格が取れる長いコースもあっても良かっ
たかも知れない。
・就職困難者の就職が実現した。
・「シニア対象」とすることで、受講することに対する敷居が低くなった。(同じ年齢層が受講する
安心感)
・受講者は同年代のため話しやすくお互いに励まし合うことができた。
・介護や保育の勉強だけでなく、自分自身のメンタルの保ち方、介護される側の精神状態、生きが
い等多岐にわたる内容で、幅広く学ぶことができた。
・シニア層に限定しての募集のため応募しやすかった。

【良くなかった点】
・訓練終盤にコロナ陽性者が発覚し、修了日まで授業が行われなかったことは残念。特にExcelの試
験対策に関わる部分が含まれており、最後までやりたかったという声が多かった。
・訓練期間が４ヶ月近くあった点。(約３ヶ月と記載はあるが、実際には４ヶ月近くの訓練となって
いる)
今人気の訓練は３週間の超短期の訓練となっている。基礎を固める訓練では３週間でも良いのでは
ないか。４ヶ月訓練だと週２日の休校日を設ける等の配慮が求められると思う。
・若い方がいない分、刺激があるか否か。
・就職件数の伸び悩み。「関連求人が少ない」「介護職の場合、初任者研修が必要としている求人
が多い」など。
・訓練相談時にどんな求人があるかなどの質問に対し、訓練内容に関連する十分な求人が無い為、
対応に苦慮した。
・コロナ禍や高齢ということもあり応募できる事業所が少ない。
・シニア層とターゲットを明確にしたが、具体的な就職先がなく、訓練受講を勧めにくかった。
・訓練生は、訓練受講で求人があると期待して受講するが、介護関係の求人はあっても、子育ての
求人はほとんどなくがっかりする受講生がいた。

 【募集後のヒアリング】

５．シニア層の再就
職に向けて、どの
ような職業能力開
発の支援が必要か

・PC以外だと介護の初任者研修が有効と考える。介護の業界の中でも、介護補助、送迎、訪問介護
等は一般的に年齢層も高く、訓練を受けた後でも長く働くことができる。介護補助、送迎は必ずし
も直接介護する訳ではないが、知識があれば採用の際に有利に働くのではないかと思われる。
・同じ県内でも西部、中部、東部で職種のニーズは違っている。
・マンション管理だけではなく、高齢者向けの求人が多い警備や清掃の仕事についてもカリキュラ
ムに盛り込んだ訓練コースを作るとより就職の可能性が高まり、訓練効果が得られるかもしれな
い。
・ある程度採用見込みのある求人を用意し、それに対応したカリキュラムの職業訓練であれば就職
に繋がり企業及び訓練生双方メリットがある。
・シニア層の採用を検討、あるいは積極的に採用したいと検討する職種に絞って、最低限必要なス
キルが習得でき、就職に直結する訓練。
・シニア層が多く希望する、清掃やマンション(ビル)管理の訓練、また、軽作業で扱うタブレット
やパソコンの訓練、接客の訓練。
・シニア層の中には、これまでの経験からプライドが高く、自己主張が強い方がいるため、コミュ
ニケーションや話し方・聞き方の訓練時間は必要。
・シルバー人材センターが行っていたような短期間の技能講習のようなものがあれば、委託訓練ほ
どハードルが高くなく、本人も受講しやすく、安定所も勧めやすい。

 【訓練終了時のヒアリング】

５．シニア層の再就
職に向けて、どの
ような職業能力開
発の支援が必要か

・就職先の確保。機構やハローワークが事業所に声を掛け終了日に学校内で相談会等を開くことで
就職の機会を増やす。
・受け身の姿勢で就職活動を行っている方が多いため、自分で求人情報を調べる姿勢を身につける
ような職業能力開発の支援が求められると思う。
・シニアの方は今までの仕事の経験が長いため、固定的な考え方を持っている方が多く、求人の応
募条件を緩和しないために労働市場における自己理解を深める支援が必要。
・シニアの方は就職を急いでいない方も多く、訓練終了から就職までの期間を短くするためのモチ
ベーション向上への支援もあってもよい。
・(受け入れの可能性を含んだ)企業実習付き訓練であれば就職の可能性が高まる。
・シニア層の希望が多い職種に連動した内容の訓練(例えば、マンション管理員、清掃、警備、販売
接客、児童クラブ支援員など)
・ビル、施設、マンション管理の清掃と、日報や貼り紙が作成できるような簡単なパソコン操作
(Word、Excel、メール)の訓練。
・１ヶ月や２ヶ月の訓練期間で、実践的な内容をメインとした訓練。

４．他に、シニア層
向け訓練の「良

かった点」、「良くな
かった点」。
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（３）訓練実施機関（ヒアリング調査結果） 

訓練実施機関に対し、訓練開始前と訓練終了時に同じ質問をヒアリング調査す

ることにより、訓練期間中に変化があった点を示す。 

 

ａ 通常コースと比較して特に課題と考える点 

      ３つの訓練実施機関が共通して選択したものを表示している。訓練終了時で

は、受講者の健康状態と修了者の就職率が課題として考えている。 

 なお、各訓練実施機関の調査結果については、巻末資料に記載している。 

 

 【訓練開始前】                【訓練終了時】  

 

 

     ｂ 標準モデルの高年齢者専門科目の必要性 

    訓練終了後は必要性が高いに２つの訓練実施機関が選択している。 

 

 【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 

 

   ｃ 高年齢者専門科目の総時間はどのくらいが妥当か 

    訓練終了後は計画時より少なくなっている。 

 

【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 

 

① 受講者の思考特性 ① 受講者の思考特性

② 受講者の履歴 ② 受講者の履歴

③ 受講者の健康状態 〇 ③ 受講者の健康状態 〇
④ 受講者の習得度 〇 ④ 受講者の習得度

⑤ 受講者の確保 ⑤ 受講者の確保

⑥ 専門科目の内容 ⑥ 専門科目の内容

⑦ 訓練の指導方法 ➡ ⑦ 訓練の指導方法

⑧ 訓練用の教材 ⑧ 訓練用の教材

⑨ 実習場の広さ ⑨ 実習場の広さ

⑩ 就職支援の方法 〇 ⑩ 就職支援の方法

⑪ 修了者の就職率 ⑪ 修了者の就職率 〇
⑫ 訓練の委託費 ⑫ 訓練の委託費

⑬ その他 ⑬ その他

（　　　　　　　　　　） （雇用保険適用外の求人多い）

① 必要性が高い 静岡 ① 必要性が高い
静岡

千葉

② どちらかというと必要
千葉

広島 ② どちらかというと必要 広島

③ わからない ➡ ③ わからない

④ どちらかというと必要ない ④ どちらかというと必要ない

⑤ 必要性が低い ⑤ 必要性が低い

静岡 ４２時間程度 ➡ ３０時間程度

千葉 １４９時間程度 ➡ ９５時間程度

広島 ３８時間程度 ➡ ３８時間程度
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   ｄ 高年齢者専門科目の必要不可欠な科目内容（計画と実施での比較） 

    コミュニケーションスキルや職場で活躍できるスキル等、計画時の科目につ 

いては必要性が確認できた。 

 

【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 
 
     

   ｅ 標準モデルの高年齢者就職促進科目の必要性 

    訓練終了後は必要性が高いに２つの訓練実施機関が選択している。 

 

【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 
 
 

   ｆ 高年齢者就職促進科目の総時間数はどのくらいが妥当か 

    訓練計画時とほぼ同程度になっている。 

 

【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

➡

計

画
時

・ミスを減らすテクニックやセルフコントロール

・コミュニケーションスキル

・クレーム対応。

・職場で活躍できるスキル

・ライフプラン、ワーク・ライフ・バランス 実

施
後

・コミュニケーションテクニック
（コミュニケーション手段、関わる世代や価値観などの多様性を改めて

理解し、良好な人間関係を構築するために必要。）

・職場で必要なスキル
（時間管理、セルフコントロールとして実施したアンガーマネジメント
や叱り方などは、多様な価値観を認めながらも、社会で仕事を通じて関

わることに必要だと思われる。）

・職場で活躍できるスキル
（自分のことをより深く知ってもらい、強みや価値観を理解すること

で、今の自分の最大限の力を発揮していく意識をもってもらう。）

・ライフプラン・ワークライフバランス
（何のために働くのか、立場や役割、場所、またどの程度働くのかなど
自分の状況を客観視してもらう必要があること。）

・クレーム対応
・パソコンスキル

① 必要性が高い 千葉 ① 必要性が高い
静岡

千葉

② どちらかというと必要
静岡

広島 ② どちらかというと必要 広島

③ わからない ➡ ③ わからない

④ どちらかというと必要ない ④ どちらかというと必要ない

⑤ 必要性が低い ⑤ 必要性が低い

静岡 ３６時間程度 ➡ ３０時間程度

千葉 ４８時間程度 ➡ ３６時間程度

広島 ２７時間程度 ➡ ２７時間程度
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   ｇ 高年齢者就職促進科目の必要不可欠な科目内容（計画と実施での比較） 

    訓練計画時の科目の必要性が確認できる。 

 

【訓練開始前】                【訓練終了時】 

 

 

     

ｈ 受講者の訓練意欲 

    受講者の訓練意欲は訓練終了時まで高い。 

 

【訓練開始時】                【訓練終了時】 

 

  

   ｉ 受講者の就職意欲 

    受講者の就職意欲は訓練終了時まで高い。 

 

【訓練開始時】                【訓練終了時】 

 

 

 

ｊ クラスの雰囲気（訓練・就職意欲以外のこと） 

    訓練開始時から訓練終了時まで雰囲気は３つの訓練実施機関とも良かった。 

 

 

 

➡

計

画
時

実

施
後

・就職活動の経験が少ないので経験不足を補い、自己

理解・仕事理解を深めつつ、就職意欲の維持・喚起に
繋げていくことが必要。

・応募書類の作成
（データで作成し保存するスキルが不足している。）

・面接対応
（企業がシニアのどこをチェックしているのか、言葉だけでなく、面接
中の態度や行動、姿勢など年齢を感じさせず、選ばれるために好印象を
与える必要性を学ぶ。）

・就職活動で使用する応募書類の作成及び面接対策

・経験不足を補い自己理解・仕事理解を深めつつ就職
意欲の維持・喚起

・応募書類

・面接対応

・「身体能力の変化」を追加。
（年齢を重ねるにつれ精神と肉体のズレが生じることも増え、今まで通
りには働けなくなるなどの変化にとまどうことも多くなる。今まで以上
に健康管理にも気を付けてもらえるよう指導していく。）

① 高い
静岡

千葉

広島
① 高い

静岡

千葉

② 少し高い ② 少し高い 広島

③ どちらとも言えない ➡ ③ どちらとも言えない

④ 少し低い ④ 少し低い

⑤ その他 ⑤ その他

① 高い ① 高い 千葉

② 少し高い
静岡

千葉

広島
② 少し高い

静岡

広島

③ どちらとも言えない ➡ ③ どちらとも言えない

④ 少し低い ④ 少し低い

⑤ その他 ⑤ その他
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【訓練開始時】                【訓練終了時】 

 

     

ｋ シニア層の再就職に向けて、どのような職業能力開発の支援が有効か 

    訓練に対しては、現場に即した実習(実技)や体験談等の講和が有効。 

 

 【訓練終了時】 

 

 

 

（４）採用企業（ヒアリング調査結果）  

   訓練終了時に採用のあった企業にヒアリング調査を行った。採用する場合に重 

視する点（〇の項目）のうち、６社すべてが“態度”を選択している。 

  Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 

問１： 

採用する

場合に重

視する点 

①仕事の専門知識   ①仕事の専門知識   ①仕事の専門知識   

②豊富な経験 〇 ②豊富な経験 〇 ②豊富な経験 〇 

③パソコンのスキル   ③パソコンのスキル   ③パソコンのスキル   

④コミュニケーショ

ン能力 
〇 

④コミュニケーショ

ン能力 
〇 

④コミュニケーショ

ン能力 
〇 

⑤積極性   ⑤積極性   ⑤積極性 〇 

⑥社交性 〇 ⑥社交性 〇 ⑥社交性   

⑦態度 〇 ⑦態度 〇 ⑦態度 〇 

➡
訓

練
開
始

時

・お互いにコミュニケーションを積極的に取る姿勢が

見られ、休憩中はもちろん、講義中でも周囲に操作に
手間取っている方へのサポートをしたりするなど、雰
囲気はかなり和やかであると、気持ちよく過ごされて
いると感じる。

・学習意欲が旺盛で講義態度は、皆さんいたってまじ
め。

・和気あいあいで楽しそうに学習している。

・皆さんがとても意欲的で楽しく勉強している。

訓

練
終
了

時

・様々な「生活」情報（例えば、スーパーの特売情

報、料理方法や喫茶店などのグルメ情報など）や、健
康に関する情報の交換が積極的にしており、大変に和
気あいあいとして雰囲気だった。

・とてもクラスの雰囲気が良く受講生全員が大変高い
仲間意識を持っていたように思われる。

・学習意欲も高く、休憩時間等も受講生皆さんが集
まって就職について情報交換等を行っていた。

・３ヶ月にわたる訓練の中で、仲間意識を持ち切磋琢
磨して授業を受けていた。

・今回の訓練内容は、シニア層にとってとても有効であったと思う。デジタル化に対応できる基本的なスキルを身につけ

て、過去の職業経験と合わせて、就業することが次への目標ステップとなる。

・シニア層の就職が多い講座を実施する。

・企業側の雇用体系の１つとして、シニアを含めた様々な世代（子育て、介護、看護など）が、時間、曜日など、フルタイ
ムでなくとも個人の希望にあった働き方が可能となる制度が広く普及されることも課題だと思われる。

・清掃、警備などはシニア層の再就職に比較的よく求人があると思う。

・実際の仕事現場を体験できる実習、実技で模擬体験を行う授業や体験談を聞ける時間を訓練で実施することが有効と感じ
る。実技の復習の時間をあてれば、今回の時間数内で可能である。実技模擬体験：3時間、体験談：1時間。
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⑧健康状態 〇 ⑧健康状態 〇 ⑧健康状態 〇 

⑨年齢   ⑨年齢   ⑨年齢   

⑩その他   ⑩その他   ⑩その他   

問２： 

採用した

主な理由 

職歴が良く、人当たりも良

い(対人業務良好)。やる気

が感じられる。 

面接日時の予定を伝えたと

きの電話対応、面接時の受

け答え共に良く、管理員業

務の基礎も有している。 

協調性の高い人柄。丁寧な

言葉使い。人の話をよく聞

く謙虚さ。仕事に対する姿

勢が前向き。 

問３： 

訓練を受

講してい

ないシニ

ア層求職

者と何か

違いを感

じた点 

今のところ特に違いは感じ

ない。 

一般募集では軽い気持ちで

応募してくるのが大半、訓

練修了者は職に就くために

訓練を受けているので意気

込みが違う。 

知らない仕事にチャレンジ

するにあたり、きちんと勉

強してから取り組むのは、

仕事に対する真面目に取り

組みたいという意思が感じ

られる。非受講者の中に

は、「管理員なら自分でも

できるだろう」という甘い

考えを持つ方がいる。 

 

 

問４： 

特に訓練

で習得し

てほしい

こと 

お客様に対する姿勢、態

度、ホスピタリティの精

神。 

受講者がマンション管理の

実感を得る場としてマンシ

ョン訪問を訓練に加える

と、より良い経験になり管

理員として勤務に役立つ。

また、清掃の訓練時間が少

ないと感じた。清掃業務の

専門性を高めるようなカリ

キュラムを構築してもらい

たい。 

・人材マーケティングの中

のシニアの位置づけ(現実

は厳しいということ) 

・これまでの役職・実績な

どは一旦リセットし、謙虚

な気持ちで取り組んでほし

いということ。 

・管理員の位置づけ、組

合、管理会社、それぞれの

立場。 

・PC、スマホ、写真、メー

ル、ライン、ZOOM 等のツー

ルの基本的な操作方法。 

問５： 

シニア層

①非常に高い   ①非常に高い   ①非常に高い 〇 

②高い   ②高い 〇 ②高い   
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の離職者

向け職業

訓練の必

要性につ

いて 

③どちらともいえな

い 
〇 

③どちらともいえな

い 
  

③どちらともいえな

い 
  

④低い   ④低い   ④低い   

⑤非常に低い   ⑤非常に低い   ⑤非常に低い   

合同面接会で面接を行った

のは６名で、当社の面接に

進んだのは１名だった。合

同面接段階では自分が何を

したいのか定まっていない

方が多かった。 

カリキュラムは高いスペッ

クになっているが、管理員

に対し求められるスキルは

マンションの状況により異

なる。今回もすべてのカリ

キュラムまでは必要なかっ

たと思われる。マンション

の地域性、規模、グレード

等に合わせたカリキュラム

を組めると、それぞれのニ

ーズに合わせた人材をマン

ションに配置できると感じ

た。 

 

一つの会社で定年まで勤め

あげた方はまだまだ多い

が、意外と外の世界を知ら

ない人が多く、定年後に第

ニの職場でミスマッチを生

じ退職に至るケースも散見

される。職業訓練でしっか

り基礎知識を身につけてか

らスタートする方がお互い

に取って得策と思慮。 

 

  Ｄ者 Ｅ社 Ｆ社  

問１： 

採用す

る場合

に重視

する点 

①仕事の専門知識 〇 ①仕事の専門知識   ①仕事の専門知識   

②豊富な経験   ②豊富な経験   ②豊富な経験 〇 

③パソコンのスキ

ル 
  

③パソコンのスキ

ル 
〇 

③パソコンのスキ

ル 
〇  

④コミュニケーション

能力 
  

④コミュニケーション

能力 
〇 

④コミュニケーション

能力 
〇  

⑤積極性   ⑤積極性   ⑤積極性   

⑥社交性 〇 ⑥社交性   ⑥社交性   

⑦態度 〇 ⑦態度 〇 ⑦態度 〇  

⑧健康状態 〇 ⑧健康状態 〇 ⑧健康状態   

⑨年齢 〇 ⑨年齢 〇 ⑨年齢 〇  

⑩その他   ⑩その他   ⑩その他   
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問２： 

採用し

た主な

理由 

デイサービスの送迎業務

で、二種免許保有者であ

った。 

タクシードライバー勤務

時代の運転知識、スキル

がある。 

初任者研修受講の意欲が

あり、今後の働き方に前

向きな考えであった。 

健康であること。コミュ

ニケーションが良い。感

じが良い。接客が良い。 

パソコン技能テスト(採

用試験)で合格レベルで

あったこと。 

接客マナー及び金銭管理

に信頼できそうであっ

た。 

人柄。 

 

問３： 

訓練を

受講し

ていな

いシニ

ア層求

職者と

何か違

いを感

じた点 

低姿勢である。 違いは特に感じない。 パソコン訓練を受講した

だけあって同じシニア層

でも就業意識が高く、本

気度が感じられる。 

問４： 

特に訓

練で習

得して

ほしい

こと 

協調性、他人の話を聞く

姿勢。 

今までの経験を前面に出

してアピールすることも

必要であるが、新しいこ

と、自分が経験したこと

のないことに関する授業

内容は、素直に受け止め

る姿勢が好ましい。 

自身の健康管理。健康リ

スクを自覚(つまずいて

転ぶこと等)すること。 

清掃は必要。実習も１回

だけでなく２回以上は必

要。掃除や石鹸・薬品の

扱い方等。 

特に重要視はしていない

が、技能的に修練度が高

いほうが良い。 

問５： 

シニア

層の離

職者向

け職業

訓練の

①非常に高い   ①非常に高い   ①非常に高い   

②高い   ②高い 〇 ②高い 〇  

③どちらともいえ

ない 
〇 

③どちらともいえ

ない 
  

③どちらともいえ

ない 
  

④低い   ④低い   ④低い   

⑤非常に低い   ⑤非常に低い   ⑤非常に低い   
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必要性

につい

て 

  出来ればやるべし。都の

城南訓練校や今回の千葉

の受講者は真面目な

方々。相談会の時、自分

で目標を定めている。 

特にシニア層にとってＰ

Ｃ操作等苦手意識を持た

ないで仕事ができるの

で、必要性を強く感じ

る。 

 

 

２－４ 広報における問合わせ等 

   広報については、前章で、各センターの取組を記述したが、ここでは各センター等

への問合せ(反響)について記述する。 

 

（１）静岡センター 

・電話による問合せ：33 件。 

33 件の内、50 歳代後半～70 歳代の方で、この年齢で受講できるかという質問が

５件あり、シニア層限定であることに興味を持たれたようだ。また、西部地方で

の開講希望者が数人いた(西部からは通学が厳しいため)。 

・生涯現役支援窓口をきっかけとした受講申込(ハローワーク)への問合せが数件

あった(口頭による報告）。 

 

（２）千葉センター 

・電話での問合わせ：センターへ 30 件、訓練実施機関へ 10 件。 

   ・ホームページでの問合せ：１件。 

・訓練実施機関の見学：20 件。 

 

（３）広島センター 

  ・電話による問合せ：センターへ 20 件、訓練実施機関へ 10 件。 

  ・Google への検索広告：263 回(実績)／120 回(想定)。 

 ・ディスプレイ広告：849 回(実績)／500 回(想定）。 

 

（４）受講者へのアンケート調査結果から 

訓練開始時の受講者へのアンケート調査結果から広報について分析すると、全

体として、まず「訓練を初めて知った経緯」(図表５－22)は、「ハローワーク内の
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案内チラシ」が一番目多く、次いで「ハローワーク職員からの紹介」となっている。

つまり、対象者をいかにハローワークへ誘導するかである。また、三番目に多いの

が「その他」である。「その他」の内訳は新聞の折込み等であり、今回ハローワー

ク以外で広報した成果が出ている。 

 また、「受講を決断した理由」(図表５－26)では、７人(４％)が「チラシのキャ

ッチコピー」が決断した理由として挙げている。訓練をよく知らない人にもわか

ってもらえるよう今回「キャッチコピー」を用意したが、その結果である。 

  



 

 

 

 

 


